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定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)

〈〈２２面面〉〉

・・市市労労連連団団体体交交渉渉＜＜人人事事委委員員会会＞＞

・・神神戸戸市市民民病病院院機機構構法法人人本本部部担担当当者者交交渉渉((33//1133･･2266))

・・第第7766回回市市労労連連定定期期大大会会

・・市市職職労労事事務務所所のの案案内内

・・自自治治労労兵兵庫庫県県本本部部ホホーームムペペーージジごご案案内内

遠め

が
ね

遠めがねの
執筆は役員
が順番で担
当していま
すが､ ちょ
うど１年前

の４月１日号にも当たって
いて､ 読み返してみると
｢不適切にもほどがある！｣
のドラマのことを書いてま
した｡ もうあのドラマから
１年以上が経過しているの
かと思うと月日の流れの早
さを感じます｡ 30年ほど昔

のことが面白おかしく表現
されていて､ 再放送してく
れないかなって思いますが､
不適切が過ぎて再放送でき
ないのかもしれませんね｡
▲話は変わりますが､ 皆さ
んタイムズレンタカーって
知ってますか？ 最近中央
区ではあちこちにタイムズ
カーシェアの看板がよく見
かけられます｡ 本部でも数
年前からタイムズと契約し
ていて､ 荷物を運搬すると
きや遠方の事業所へ行くと

きに使用したりと大変重宝
しています｡ 身近にタイム
ズのレンタカーがあれば､
高い駐車場代や車の維持費
なども不要となり､ すごく
割安で使用することができ
ますね｡
なぜかタイムズの宣伝を
してますが､ 実は現在タイ
ムズと協議をすすめていて､
市職労の組合員限定で入会
金・月額基本料が無料のプ
ランで加入できるようにな
る予定です｡ 組合員である

限りタイムズに加入できて､
月々の支払いも一切なし｡
使ったときだけ自分のクレ
ジットカードで決裁される
だけです｡
自家用車をお持ちの方で
も旅先で借りることもでき
るので､ 便利であること間
違いなしです｡ 次号の公鏡
で募集ができますよう､ 詳
細を詰めていきますので､
皆さんご検討をよろしくお
願いしますね｡

遠
め

がね 氏名( )

所属( )

匿名希望 有・無

ペンネーム( )

き り と り 線

投稿募集

☆市職労への要望

☆身近に感じる疑問､

矛盾､ 改善への提

案 etc.

※教宣部まで

掲載させていただい

た方には素敵な記念

品を進呈！

非組ポストまたは退職派遣職場に異動された方へ

●自治労共済(基本型)に継続加入していただく
ことで､ マイカーや火災などの共済への加入
や慶弔給付を受け取ることができます｡

人事異動で非組ポストまたは退職派遣職場に転

出される方は､ 一時組合員資格を休止させていた

だきます｡

現在､ 全組合員の方に加入していただいている

自治労共済(基本型)については､ 休止すると不利

益になる場合がありますので､ 継続加入していた

だくことをお勧めしています｡

詳しくは､ 対象の方に案内を送付させていただ

きますので､ ご確認ください｡

OB・OGは退職者会で楽しく交流しています｡ 退職年齢問わず､ いつでも加入OKです｡
連絡先：TEL 078－200－4798 ／ FAX 078－200－4799 ／ E-mail k-shisyokutai@able.ocn.ne.jp

2025年春季号

きずな｢春季号｣発行されました 必要な方は市職労本部までご連絡ください｡

第96回兵庫県メーデー神戸中央大会
と き ： ４月26日(土) 10：00～

ところ ： 大倉山公園野球場
※ 当日は､市職労の旗を目印に集合してください

◆ ◆ ◆

戦争させない､９条壊すな！
５･３兵庫憲法集会

と き：５月３日(土) 13：00～14：00

ところ：神戸･みなとのもり公園
※ 当日は､市職労の旗を目印に集合してください

産休･育休を取得するとき､
復帰したときは市職労まで
ご連絡をお願いします
市職労の組合費は､ 口座振替での納付をお願いし
ています｡ 育児休業中は組合費が免除されますので､
産休・育休をするときや復帰したときは､ 市職労ま
でご連絡をお願いします｡
ご連絡は､お電話かホームページからお願いします｡
なお､育休期間に変更のあった場合や､復帰後に短
時間勤務を取得される場合は､ご連絡をお願いします｡
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��������行財政局と団体交渉

賃金引き上げ･労働条件改善の要求書を提出
３月27日市労連は､ 西尾行財政局長をはじめとする当局代表と団体交渉を行
い､ 賃金引き上げ・労働条件改善に関する要求書を提出しました｡ これに対し
当局は､ 国・他の自治体の動向､ 人事委員会勧告の内容なども見極め､ 十分協
議していくとの考え方を示しました｡ (市労連ニュース№２参照)

【行財政局長回答要旨】

本市の行財政運営にあたっ

ては､ 長引く物価高騰など

により､ 市民の暮らしや事

業者の経営環境に対する支

援をはじめとする追加の財

政需要が生じているほか､

全国的な少子・高齢化に伴

う人口の自然減が加速し､

社会経済情勢が不透明な中､

引き続き危機感を持って臨

む必要があります｡

このような状況でも､ 未

来を見据えた循環型社会を

創造し､ 持続可能な大都市

経営を行っていくため､

｢行財政改革方針2025｣ に

引き続き全力で取り組んで

いく必要があると考えてい

ます｡

地方公務員を取り巻く環

境は､ 生産年齢人口の減少

を背景に､ 公務・民間を問

わず人材確保が困難となっ

ており､ 今後はより一層､

民間企業等との間での人材

確保競争が激化することが

見込まれるなど急速に変化

しています｡

そのため､ この間､ 人材

確保の観点から､ 給与改定

やその他の人事給与制度の

見直しなど様々な取り組み

を進めてきましたが､ 多様

で優秀な人材の獲得に向け

て､ 今後も引き続き本市の

実態などを踏まえ､ 時代に

即した給与制度となるよう

取り組んでいく必要がある

と考えています｡ あわせて

職員のやりがいやモチベー

ションを高め､ より意欲を

もって職務に取り組むこと

ができるよう､ 人事評価結

果の更なる給与への活用等

についても検討を進めてい

く必要があると考えていま

す｡

本日､ 賃金・労働条件の

改善に関するご要求をいた

だきました｡ 国・他の自治

体の動向､ 人事委員会勧告

の内容なども見極めながら､

今後､ みなさま方と十分に

お話をさせていただきたい｡

【市労連】 すべての職員が

賃上げとなるよう､ 要求内

容を十分検討してください｡
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年の春闘では賃上げが大き

く進んでおり､ 改定できな

いという回答は､ この間､

頑張ってきた病院職員にとっ

て納得できるものではなく､

今後の診療報酬の見直し状

況や､ 神戸市からの財政支

援を要望するなど引き続き

の検討を求めました｡

の派遣職員は市の給与制度

を適用しており､ 固有職員

については､ 給料表は国立

病院機構等の給料表に準拠

しています｡

現状の未曾有の病院経営

の危機的状況により､ 国立

病院機構が給与改定を見送っ

た状況を踏まえると､ 当機

構においても､ 2025年度の

給与改定における ｢基本給

の改定｣ は見送り､ 据え置

くこととさせて頂きたい｡

みなさま方にとって大変

厳しい判断をさせて頂きま

したが､ 今後は早期な経営

改善にむけて､ 当機構にお

ける幹部職員が先頭に立っ

て､ 聖域のない経営改善に

取り組むことで持続可能な

病院経営を目指していきた

いと思います｡

回答は納得できない｡引
き続き検討を!

回答について市職労は､ 今

況に陥っており､ このまま

何らの対策も行わなければ

市民の生命と健康を守ると

いう基本理念の実現はもと

より､ 市民病院の存続自体

が危ぶまれる状況にありま

す｡

そのような状況の下､ 現

在の危機的な経営状況を自

ら乗り越え､ 持続可能な病

院経営を実現する必要があ

ると考えています｡ そのた

め､ まずは令和７年度では

資金ショートリスクを回避

するとともに､ ３年以内に

各病院が単年度黒字を達成

することを目指し､ 各病院

により様々な取り組みを検

討し始めたところです｡

賞与は4.6月とし､地域手
当は12％を維持したが､
｢基本給の改定｣は見送り
たい

当機構職員の給与の考え

方については､ 神戸市から

【3/26法人本部回答要旨】

令和６年度決算見込み
は､66億円の経常赤字の
見通し

令和６年度は新型コロナ

ウイルスの対応について通

常対応へ完全移行すること

を踏まえ､ コロナ以前の病

床利用率等を目標として予

算を編成したものの､ 入院

患者数・外来患者数とも回

復には程遠い実績となって

います｡ 加えて､ 世界情勢

を背景としたエネルギー価

格の高騰､ 経済・物価動向

に伴う経費等の大幅な増嵩

等による医業費用も増加し

ており､ 法人全体の令和６

年度決算見込みでは､ 単年

度で約66億円もの経常赤字

の見通しとなっています｡

また､ このままでは令和

７年度に資金ショートが生

じる可能性があります｡ ま

さに機構の経営は危機的状

３月13日及び26日に､ 市職労は筒井総務課長をはじめとする市民病院機構法人本部と
担当者交渉を行いました｡ これらの交渉で､ 法人本部から､ ｢給与関連の改定｣ ｢育児等
に関する制度改正｣ ｢係長級職員における人事評価結果の査定昇給への反映拡大及びこ
れに伴う昇給制度の見直し｣ ｢勤勉手当における制度見直し｣ の提案と給料表(2)～(4)
の2025年度の給与改定について ｢改定を見送る｣ との考え方が示されました｡

神戸市民病院機構法人本部担当者交渉(3/13･26)

国立病院機構の状況を踏まえ､2025年度給料表改定は見送る回答
市職労､再検討を申し入れる
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【人事委員会委員長発言要旨】

春闘の状況については､

昨年に引き続き高水準での

賃上げの動きがみられた｡

2025年の春闘は ｢賃上げの

定着｣ の実現を目指し､ 政

府､ 経済界､ 労働界ともに

取り組んでおり､ 今後､ 中

小企業にどこまで波及でき

るかが焦点になるとされて

いる｡

職員の給与の決定につい

ては､ ｢民間準拠方式｣ が

基本であると考えており､

精確に地域の民間給与水準

を反映できるよう､ 本年の

民間給与実態調査に臨みま

す｡ 給与以外の諸課題につ

いても､ 職員のみなさまが､

安心して職務に励み､ 意欲

や能力の向上を図っていく

ことができるよう､ 真摯に

検討していく｡

みなさまの意見をお聞き

しながら､ 職員の労働基本

権制約の代償機関として､

その使命を全うしていきた

い｡

【市労連】最近の給料表の

改定傾向は､ 初任給や若年

層を中心に引き上げられ､

中高齢層の引上げが抑制さ

れています｡ 物価高の影響

をふまえれば世代に関係な

く均等に引き上げるべきで

あると考えています｡

また､ 地域手当について

国家公務員は引下げになっ

ていますが､ 神戸市は現状

維持を労使協議で確認して

います｡ 人材確保や職員の

モチベーションを維持・向

上する観点からも､ 国に追

随することのないよう対応

していただきたい｡ いずれ

にしても､ 我々の要求をふ

まえ､ 勧告に向けて十分検

討していただきたい｡

３月27日市労連は､ 芝原人事委員会委員長をはじめとする人事委員会代表と団体交
渉を行い､ 2025年度の給与勧告についての要求書を提出しました｡ これに対し人事委
員会は､ 経済情勢や春闘状況にふれながら､ 職員の労働基本権制約の代償機関として､
その使命を全うしていくとの考え方を示しました｡ (市労連ニュース№３参照)

直 通

代表 ０７８－５９５－６２００

会計 ０７８－５９５－６２０１

Fax ０７８－５９５－６２０４

内 線

執行部 ９７１－６６５３・６６５６

全労済 ９７１－６６５２

自治労共済 ９７１－６６５１

会計 ９７１－６６５７

Fax ９７１－６９９９

市職労事務所の案内

３月25日､ 市労連第76回定期大会が開催されまし

た｡ 大会では､ 2024年度活動経過報告､ 会計決算報

告を承認され､ 2025年度運動方針､ 一般会計予算､

役員体制など､ 向こう１年間のたたかう方針が決定

されました｡

市労連団体交渉＜人事委員会＞

2025給与勧告について申し入れ

第76回市労連定期大会
2025年度運動方針･
役員体制を決定



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF753b50cf304c5c1130577dba9e97306a30d530a130a430eb5bb991cf304c8efd3081306e30d530a930de30c330c8300230ab30e930fc60c55831306f0043004d0059004b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


